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It is pointed out by the previous studies that the Baiu front tends to stagnate around the Japan Islands even in 
midsummer season in 1990s, although the global warming is going on.  The present study examined the climatological 
features of the appearance of daily fronts on the surface weather maps and the large-scale factors associated with the 
activity of the polar frontal zone to the north of the Baiu frontal zone based on the observational data in the summer of 
1971-2000.  It was found that the midsummer when the Baiu front tends to stagnate around the Japan Islands appeared 
rather frequently in 1970s as in 1990s.  However, the baroclinicity around the Eurasian polar frontal zone was stronger 
in 1970s than in 1990s.  Thus while the fronts around the Japan Islands in midsummer were greatly due to the 
southward invasion of cold front associated with the disturbances on the polar frontal zone in 1970s, the Okhotsk High 
tends to stagnates to the northeast of the fronts around the Japan Islands in 1990s. 
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 (c) 月平均 500hPa 天気図（気象庁発行） 
 「月平均北半球500MB天気図」（1971〜1983年），

























 第１図 1971〜2000 年 7，8 月における 135°E に沿
う地上前線の存在頻度の時間緯度断面。１日１回の天
気図に基づき，緯度 2°毎に集計した。なお，第 37 半
旬（Pentad 37）は 6 月 30 日〜7 月 4 日に，第 42 半旬



















 第２図 第１図と同様に集計した，期間 A（6 月 30 日〜7 月 24 日），期間 B（7 月 25 日〜8 月 18 日）における地上
前線の存在頻度の緯度分布の年々変動（凡例は，個/25 日）。1971〜2000 年について示す。上図：期間 A 下図：期間 B。 




ある 135°E に沿って，緯度 2°の幅で半旬ごとに
集計した。その時間緯度断面を第１図に示す（な
お，第 37 半旬は６月 30 日〜７月４日，第 42 半旬
は７月 25〜29 日に対応）。気候学的には７月前半





下，本研究では第 37〜41 半旬を期間 A（６月 30
日〜７月 24 日，通常の年なら梅雨期），第 42〜46
半旬を期間 B（７月 25 日〜８月 18 日，通常の年














 第３図 135°E に沿う 26〜50°N の領域全体に存在
した地上前線頻度の年々変動（個/25 日間）。期間Ａ（6
月 30 日〜7 月 24 日，実線），期間Ｂ（7 月 25 日〜8 月
18 日，破線）について示す。 
 









30°N から 50°N と大きい（第２図(b)）。但し，























































































































は 1970 年代の方が 1990 年代よりも北方まで，前
線存在頻度は比較的高い領域が広がっていた。一











































































重 要 な 過 程 の 一 つ と し て 注 目 さ れ て い る


















して，８月平均の 120E における 500hPa 等圧面高




















































 第８図 期間Ｂ（7 月 25 日〜8 月 18 日）における地
上前線（実線）と地上高気圧中心（○）の出現位置の
































































Z500 &ΔZ500(gpm)  Aug 1976




















 第 10 図 月平均の 500hPa 等圧面高度（Z500，実線）
とその平年偏差（ΔZ500，色の凡例は最下段）の分布






















1990 年代における東北日本の冷夏に関わる大規模場について（1970 年代との比較） 73








































 第 11 図 1998 年の期間Ａ（6 月 30 日〜7 月 24 日，左），期間Ｂ（7 月 25 日〜8 月 18 日，中央），期間 C（8 月 19
日〜9 月 2 日，右）で平均した地上気圧 PSEA（hPa）の分布。 
 
 Ⅵ．全球客観解析データに基づく 1998 年夏の事
例解析 






















 第 11 図は，各期間で平均した海面気圧の分布を
示す。期間 A から B にかけて小笠原高気圧に対応
する高圧域は次第に北西方に伸びる一方，オホー
ツク海高気圧は通常の年の梅雨最盛期にあたる期































 第 12 図 1998 年の期間Ａ（6 月 30 日〜7 月 24 日，左），期間Ｂ（7 月 25 日〜8 月 18 日，中央），期間 C（8 月 19
















 第 13 図 1998 年の期間Ａ（6 月 30 日〜7 月 24 日，左），期間Ｂ（7 月 25 日〜8 月 18 日，中央），期間 C（8 月 19
日〜9 月 2 日，右）で平均した 850hPa 相当温位θe（K）の分布。期間平均したθe の水平傾度の大きさ GRTE が 20K/1000km
以上の領域に影をつけ，破線で 10K 毎に等値線を引いた。 
 






大きな暖湿気団（例えば 337K の等値線）は期間 B
になると西日本を覆うようになり，日本付近の南
北の温度傾度や相当温位傾度が，期間 A よりも期
間 B でより集中してきた点が注目される。 
 1998 年の期間 B における広域での 850hPa 気温








































































































































Akiyama, T., 1989: Large, Synoptic and Meso 
Scale Variations of the Baiu Front, during 
July 1982. Part I: Cloud Features. J. Meteor. 
Soc. Japan, 67, 57-81. 
Akiyama, T., 1990a: Large, Synoptic and Meso 
Scale Variations of the Baiu Front, during 
July 1982. Part II: Frontal structure and 
disturbances. J. Meteor. Soc. Japan, 68, 
557-574. 
Akiyama, T., 1990b: Large, Synoptic and Meso 
Scale Variations of the Baiu Front, during 
July 1982. Part III: Space-time scale and 
structure of frontal disturbances. J. Meteor. 
Soc. Japan, 68, 705-727. 
加藤内蔵進，1995 : ヤマセに関連するオホーツ 
 ク海高気圧の総観的特徴。気象研究ノート 
















 る 2001 年の事例解析。月刊海洋，36 (No. 4),   
 328-334。 
Kato, K., J., Matsumoto and H., Iwasaki, 1995 :  
  Diurnal variation of Cb-clusters over China 
and its relation to large-scale conditions in 
the summer of 1979.  J. Meteor. Soc. Japan, 
73, 1219-1234.  
気象庁，1999a : 異常気象レポート'99，近年にお 
 ける世界の異常気象と気候変動＜各論＞， 
 気象庁，全 341 頁。 
気象庁，1999b : 別冊気候系監視報告第４号 
〜エルニーニョ現象 1997/1998 について〜， 




 全 383 頁。 
倉嶋厚，1969：オホーツク海高気圧について 




 全 110 頁。 
Matsumoto, J., 1985 : Precipitation distri- 
bution and frontal zones over East Asia in the 
summer of 1979.  Bulletin of dept. of 
Geography Univ. of Tokyo, 17, 45-61. 
Nakamura, H. and T. Fukamachi, 2004: Evolution 
and dynamics of summertime blocking over the 
Far East and the  associated surface Okhotsk 
high.  Quart. J. Roy. Meteor. Soc., 130, 
1213-1233. 
中村 尚・深町知宏，2005：オホーツク海高気圧 
 の成因と予測への鍵。2004 年度春季大会シン 
 ポジウム「2003 年の日本の冷夏−異常気象を 
 どこまで理解予測できるか−」の報告，天気， 
 52，591-598。 
Ninomiya, K., 1989: Cloud distribution over 
East Asia during Baiu Period of 1979. J. 
Meteor. Soc. Japan, 67, 639-658. 
Nitta, T., 1986 : Long-term variations of cloud 
1990 年代における東北日本の冷夏に関わる大規模場について（1970 年代との比較） 77
amount in the Western Pacific region.  J. 
Meteor. Soc. Japan, 64, 373-390. 
大川隆，1973 : オホーツク海高気圧の成長機構。 
 研究時報，25，65-77。 
大川隆，1986 : オホーツク海高気圧の動気候学。 
 北海道の農業気象，38，25-40。 
Sato, N. and M. Takahashi, 2001: Long-term  
  variations of the Baiu frontal zone and 
midsummer weather in Japan.  J. Meteor. Soc. 
Japan, 79, 759-770. 
Shibagaki, Y. and K. Ninomiya, 2005: 
Multi-scale interaction processes 
associated with development of a sub- 
synoptic-scale depression on the Meiyu- 
  Baiu frontal zone.  J. Meteor.Soc. Japan, 83, 
219-236. 
杉中誠一，1965 : オホーツク海高気圧の統計的 
 性質。研究時報，17，628-640。 
Tanaka,M.,1997: Interannual and interdecadal  
  variations of the western North Pacific 
monsoon and Baiu rainfall and their 
relationship to the ENSO cycles. J. Meteor. 
Soc. Japan, 75, 1109-1123. 
Wang, Y., B., Wang and J. H., Oh, 2001 : Impact 
of the preceding El Nino on the East Asian 
summer atmosphere circulation.  J. Meteor. 
Soc. Japan, 79, 575-588. 
谷貝勇，2005：地球温暖化の影響を受ける台風， 
 前線，オホーツク海高気圧について。グロース 
 ベッター，43，45-55。
 
